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Ⅰȅ͉̲͛ͅ

　がん化学療法の有害事象の一つとして口腔ු膜障

害があり、化学療法の࿩40ɓにࡉられる高ອ度の

合併症である。口腔ු膜障害はౙにគ೑を೮するの

みならず、୫૙障害や΋ηュΣケーショϋ障害によ

る治療継続意঎の೩ئを֨きܳこし、患者の ŒŐō

に多大なޣגを及͖す。1）そのため看護師による口

腔ケアはຈ要ະࠧخである。

　当ࠬס内科病൓では化学療法によるු膜障害が発

生しているが口腔ケアの指導において看護師の経験

年数により͊らつきがあることや、以ஜにも口腔ケ

アに関する看護研究を行っているが十分に活用され

ておらず、またζΣュアルがないため۷ख़や指導内

ယに௖֑がࡉられているのが࡛状であった。実षに

口腔ු膜障害を発症してもケアの方法がわからない

スタッフもおり、口腔ケアの重要性と統一した口腔

ケアの知ে・ܿ術のਠංがຈ要だと感じた。そのた

め ņŪŭŦųŴ口腔アセスιϋト΄イΡ ĩ以ئ Őłňとす

る Īとດ੔的プロト΋ールを導入し、統一した口腔

ケアが実施੄ြるようদ験的に実க調査を施行し

た。

Ⅱȅ研究目എ

　Őłňとດ੔的プロト΋ールを導入し、病൓スタッ

フが口腔ケアに関する知ে・ܿ術を共有し、統一し

た患者の口腔内۷ख़・評価・指導が行えることを目

的とする。

Ⅲȅ研究༹༷

　１ȅ研究対象：ࠬס内科看護師30ྴ

　２ȅ研究期間：ŉ26年˕月～ŉ27年１月

　３ȅ研究方法

１）口腔ケアの実施状況について病൓スタッフࠗ

30ྴにアϋケートを実施した。アϋケートは

஖఼的回൞および自ဇ記੆で、෻ື１਩間後に

回ਓした。

２）看護研究ιϋΨーは、看護協会や院内の口腔ケ

アの༓ޑ会への४加や口腔外科スタッフからの

指導を受け、病൓スタッフ全員へ༓ޑ会を開催・

指導を実施した。༓ޑ会は、Őłňを導入する

ஜと導入後に開催した。

、がんस治療を受ける患者が入院するषにはࢯ（３

内科・口腔外科医師と௖౴の上、化学療法סࠬ

ஜの患者の口腔外科受診をۑめた。入院後ೄち

に化学療法を開ইする患者もいるため内科外ြ

スタッフへ口腔外科受診を主治医に఑診するよ

う協力ջှを行った。

４）Őłň・ດ੔的プロト΋ールをഩ子カルΞへ৾

りࣺみ記載できるようにし、化学療法を受ける

患者の入院時にはこれを用いて口腔内Ιェック

を開ইし、看護師が統一したケア・指導が行え

るよう工夫した。当院ভ科מ生士の੩言をもら

い、患者指導用のΩϋフτットを作成し、Ωϋ

フτットをඋみ合せながら指導できるようにし

た。

ˑ）ٚ入１か月後に質問形৆でスタッフࡢ༆に口腔

ケアの知ে・認েを確認し、経験年数༆の߹向

を分ଢ଼し、ૂ報提供を行った。

˒）ٚ入ஜと同様のアϋケートを実施した。

７）分ଢ଼方法：経験年数༆にアϋケートを集ࠗし、

表にまとめる。

Ⅳȅႃၑഎ෻ၪ

　病൓スタッフ全員へ研究の目的を୰明し、協力を

ංた。アϋケートはྫ記ྴ・経験年数のみ記載し、

記載者がඅ೰できないようにした。また、アϋケー

Ήͺ࢛࣌ၷ༹ͬ਋̫ͥۛ৪̯͈ͭ͒ڠا
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トの記載内ယに具体的な患者の治療内ယや口腔内の

状況があるા合はࡢ人がඅ೰されないよう෻ၪし

た。

ԉȅࠫض

ˍȅٝਓၚȆۭࢌ঍ࡑࠐාତ

　回ਓၚ100ɓ（病൓スタッフ30ྴ）

　経験年数ごとの人数：（　）はٚ入後の人数

　１年ྚྖ　　ˑྴ（ˑྴ）

　１～３年　　12 （ྴ13ྴ）

　３～ˑ年　　３ྴ（２ྴ）

　ˑ年以上　　10 （ྴ10ྴ）

ˎȅشٸ࢛࣌਋૷͈൵ව

　化学療法開ইஜの口腔外科受診は、ٚ入ஜと比͓

ると௩加した。しかし、入院してす̪に治療を開ই

する人に対しては治療後ࠬݩが回໘してから受診す

るા合があった。

ˏȅ౶ে Ʀ෇ে͈ږ෇

　スタッフ向けの༓ޑ会や Őłňとດ੔的プロト

΋ール導入（以ٚئ入とする）後に行った口腔ケア

の知ে・認েの確認の結果としては、経験年数5年

ྚྖのスタッフはࢯがんसが口腔ු膜に及͖すג

発ࢡ因子、口腔ු膜障害のࡏܓ口腔ු膜障害の、ޣ

時期の知েが৻い߹向にあった。経験年数5年以上

のスタッフは口腔ු膜障害の予ཡॐが৻いという結

果が੄た。口腔ු膜障害のࢡ発部պはၑٜできてい

た。

ːȅٚවஜ͈ࢃͺϋΉȜΠࠫض

　ٚ入ஜ後の口腔ケアの実施状況のアϋケートで

は、「質問２ȅ患者さんに口腔ケアを行うຈ要性を

感じていますか。」では、̞ 以上のスタッフが「３ȅڬ

ある」「４ȅかなりある」「ˑȅ๱ુにある」と回൞

し口腔ケアのຈ要性を感じており、ٚ入ஜ後で変化

はなかった。「質問３ȅ患者さんの口腔מ生状態を

正しくΙェックできていますか。」「質問４ȅ患者さ

んの口腔内トラήルを確認したとき、そのトラήル

が患者さんの生活にどの程度ޣגがあるのか෤՜し

ていますか。」「質問ˑȅ口腔ケアがຈ要と฻౯した

ા合、その患者さんに口腔ケアを指導または口腔ケ

アを行っていますか。」では、口腔内の۷ख़ができ
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ている・生活へのޣגを෤՜している・口腔ケアの

ຈ要な患者への指導・ケアが行えているなど、۷ख़

や実施ができていると感じているスタッフは、ٚ入

ஜは˒～˕ڬだったが、ٚ入後はす͓てのスタッフ

へと௩加した。「質問˒ȅ患者さんに口腔ケアを指

導または口腔ケアを行うष、知েやܿ術が今よりຈ

要と思ったことがありますか。」では、ٚ入ஜ後で

大きな変化はࡉられなかった。また、「質問７ȅ患

者さんにຈ要な口腔ケア用຦または࿪सを正しく஖

んで指導または口腔ケアが੄ြますか。」では、適

した口腔ケア用຦・࿪सを஖఼していると感じてい

るスタッフは˒ڬから˕ڬへ௩加し、「質問˔ȅ࡛ 在、

どの患者さんにどのようなケアが行われているか෤

՜していますか。」では、ケア内ယを෤՜している

と感じているスタッフは、˒ から全員へ、「質問˕ȅڬ

患者さんに対して行った口腔ケアの指導または実施

の後に、指導内ယや実施内ယを評価していますか。」

では、ケアの評価が੄ြていると感じているスタッ

フは、˒ڬから˔ڬへ௩加した。

　ٚ入ஜアϋケートの自ဇ記੆では、「口内炎の程

度が෤՜できていない」「口内炎が੄ြて数日その

患者を౜当していないと、悪化の有ྫが評価し̿ら

い」という意ࡉがあった。

　ٚ入後アϋケートの自ဇ記੆では、「みんなで共

通した指導が੄ြるようになりとても良い」「口腔

内トラήルの்期発ࡉにつながり、感அ症の予ཡや

口内炎など患者さんのߎ೑をࡘࠚすることができる

と考えた」「口内炎が੄ြたとしても、ຈ要なケア

がわかっていたら口内炎もࠚくफんだりできると

思った」など、࣊೰的な意ࡉが多くܙせられた。ま

た、スタッフが日ુ業ྩに統一した口腔内Ιェック

を৾りࣺみ、患者にもΩϋフτットを用いて指導す

ることで、口腔ු膜障害のある患者がࡘったという

意ࡉも໳かれた。

Ⅶȅࣉख़

　化学療法の໗作用は多दであり։ુの்期発ࡉ

ならびにߎ೑症状の緩和を図ることが重要である。

化学療法の໗作用は患者のΣーΒの充௷をஷ害し、

ŒŐōの೩ئをきたす。看護師には患者自૸がୟޭ

的に予ཡ行動をとれるよう指導にあたっていく中心

的な࿨ڬが౜われる。2）そのため日頃からಕ意૬く

໗作用のಭ࢓がないか۷ख़しアセスιϋトしていく

ຈ要がある。

　アϋケート調査の結果、経験年数に関らず口腔ケ

アのຈ要性をၑٜしているといえる。

　「質問˒ȅ患者さんに口腔ケアを指導または口腔

ケアを行うष、知েやܿ術が今よりຈ要と思ったこ

とがありますか。」では、ٚ入ஜ後で大きな変化は

られなかったが、そのၑဇとして２つのことがଔࡉ

ख़された。一つは、Őłňの導入や༓ޑ会の実施に

より口腔ケアの指導や実施に自૞が付いたことか

ら、知ে Ʀܿ術の更なる意ဳ向上がうまれたことで

ある。もう一つは、۷ख़方法やアセスιϋトにະ安

があることが原因で、知েやܿ術をຈ要と考えてい

るということである。ٚ入後アϋケートの自ဇ記੆

では、口腔ケアの知েやケア方法・۷ख़方法などの

ܿ術が૸についたという࣊೰的な意ࡉが多かったこ

とから、ஜ者の意ဳ向上のخ能性が高いと考えられ

る。ただし、実षに໳き৾りをしたわけではないの

で、スタッフの意ࡉを൩まえて対応していくຈ要が

ある。

　口腔ු膜障害のۖ全な予ཡ法はなく、対症療法的

にគ೑緩和や口腔ケアが主として行われる。その意

ྙで看護師が果たす࿨ڬは大きい。口腔ු膜障害の

発生機੬をၑٜし的確な病態۷ख़を行うことで、合

ၑ的治療や口腔ケアが実கできると考える。口腔内

評価は۷ख़者の主۷に左ֲされやすく、۷ख़者によ

り評価内ယにओが生じるخ能性がある。今回 Őłň

をঀ用した事は、看護師全員が同じ視点で۷ख़を行

い、ૂ報共有ができ、正しい口腔内評価ができると

いう࿂で有効であった。

　また、スタッフࡢ༆に口腔ケアの知ে Ʀ認েを確

認することで、スタッフも自分の知েの৻い部分を

෤՜できた。統ࠗをとって൞えやआݶをεスター化

し、ૂ 報提供を行ったことが、知েの೰಍につながっ

たと考えられる。

　࡛在外ြとの連携がまだ十分ではないため、今後

は連携をޑ化し治療開ইできるようにしていくຈ要

がある。最ਞ的なه題としては、スタッフの統一し
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たケアを通して患者の口腔ු膜障害をࡘࠚできるよ

うにしていくことがあ̬られる。

ᶞȅࠫა

・統一した指ດ（Őłň）を用いて೰期的な評価を

行う事により、口腔内۷ख़が日ુ業ྩの中でഔೲ

されるようになった。

・Ωϋフτットやດ੔的プロト΋ールの導入、༓ޑ

会の実施によってケア方法や指導を自૞をもって

行えるようになった。

・経験年数のౣいスタッフは、口腔ケア用຦や࿪स

の஖఼、ケアの指導が੄ြておらず、ٚ入後は知

েや認েの࿂で大きく٨஝した。

・評価をしても適切な対ੜが実施されていないな

ら、アセスιϋトの意ྙはなくなる。的確なアセ

スιϋトは、適切な口腔ケアٚ入や口腔ケア指導

につながる。
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